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南北に二分された朝鮮半島では「二重スパイ」が常に暗躍しているが、第二

次世界大戦中のナチス・ドイツの占領下にあったフランス領カサブランカで

は？ 

夫婦共にスパイだった『Ｍｒ.＆Ｍｒｓ.スミス』（０５年）は少しマンガじ

みていたが、本作導入部でにわか仕立ての夫婦役を演じる２人のスパイの能力

はすごい。しかし、結婚後、妻に二重スパイの疑惑がかけられると、夫の苦悩

は・・・？ 

二重スパイは殺せ！そんな任務を忠実に？それとも愛に忠実に？本作ラス

トに見るハラハラドキドキの展開に注目しつつ、美男美女の織り成す説得力あ

る展開を心ゆくまで楽しみたい。 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■夫婦役を演じるスパイの大変さは？■□■ 

 「スパイもの」の面白さは、何よりも『００７』シリーズでも『ボーン』シリーズでも、

スパイその人のキャラクター。しかし、古くは『寒い国から帰ったスパイ』（６５年）、新

しくは『裏切りのサーカス』（１１年）（『シネマルーム２８』１１４頁参照）などシリアス

な「スパイもの」では、「個人プレー」そのものも面白いが、それ以上に「組織ｖｓ組織」

の総合力のぶつかり合い（騙し合い）が面白い。『パープル・バタフライ（紫蝴蝶／ＰＵＲ

ＰＬＥ ＢＵＴＴＥＲＦＬＹ）』（０３年）（『シネマルーム１７』２２０頁参照）と『ラス

ト、コーション（色、戒／ＬＵＳＴ，ＣＡＵＴＩＯＮ））』（０７年）（『シネマルーム１７』

２２６頁参照）は中国版スパイ映画の大傑作だが、そこではスパイ同士で、誰と誰が、何
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のために、どんなチームを組むかが大きな焦点となっていたため、ストーリーの深みがよ

り増していた。 

 アルフレッド・ヒッチコック監督の名作『引き裂かれたカーテン』（６６年）では、ポー

ル・ニューマンとジュリー・アンドリュースが婚約者として西側から東ベルリンに入る中

で引き起こされる亡命騒動とスパイ疑惑が描かれていたが、本作では、ブラッド・ピット

とマリオン・コティヤールが夫婦役のスパイを演じている。今やブラッド・ピットはハリ

ウッドを代表する俳優、マリオン・コティヤールはフランスを代表する女優だから、夫婦

役のスパイを演じるくらいはチョロイもの・・・？いくら優秀なスパイでも、はじめて会

った者同士がいきなり仲睦まじい夫婦役を演じろと言われても難しいはずだが、スクリー

ン上で見る二人の仲睦まじさに周囲はビックリだ。 

 もっとも、６週間だというマックスの休暇中も、この夫妻は周りから監視されているこ

とは明らかだから油断はできない。気温が高く湿気の多いカサブランカでは、夫は一人で

屋上で寝ることを私ははじめて知ったが、そうすると、時々マリアンヌが屋上に上ってき

て「愛の交換」をするのもすべてお芝居？こりゃ大変だ。本作冒頭では、そんな夫婦役を

演じるスパイの大変さをしっかり確認したい。 

■□■夫婦の合流は？２人の任務は？■□■ 

 本作冒頭、１人でパラシュートで地上に降り立った男マックス・ヴァタン（ブラッド・

ピット）は直ちに仲間たちと合流し、その後、車から降り立った時は真っ白の３ピースに

身を固めた超カッコいい紳士に。そんな姿で彼が悠然と入っていくのは、アフリカにある

フランス領カサブランカにある高級レストラン。そして、そこで待つ紫色のドレスを着た、

目印が「ハチドリ」と言われていた女は、マックスの妻マリアンヌ・ボーセジュール（マ

リオン・コティヤール）だ。なるほど、なるほど・・・。 

 時代は１９４２年。１９３９年９月１日のナチス・ドイツによるポーランドへの侵攻で

始まった第二次世界大戦によって当時のフランスはナチス・ドイツの占領下に置かれ、ヴ

ィシー政権はナチス・ドイツに協力していたから、フランス領のカサブランカもドイツの

支配下にあった。そんな時代状況下、それなりにフランス語を操っているものの、冒頭か

らレストランまでのマックスの動きを見ていると、この男は本来は英語しか喋れないイギ

リス人のスパイであることが明らかだ。すると、レストランの中で、周りの高級な人種た

ちと流暢なフランス語で会話しながら夫の登場を待っていた、このマリアンヌと名乗る女

も、フランス人のスパイであることは明らかだ。すると、この夫婦役のスパイに与えられ

た任務とは・・・？ 

■□■任務への責任感と恋心のバランスは？■□■ 

 ブラッド・ピットは『Ｍｒ.＆Ｍｒｓ.スミス』（０５年）で愛妻アンジェリーナ・ジョリ
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ーと共演し、スパイ同士の騙し合いのドラマを演じた（『シネマルーム９』８２頁参照）が、

同作は出来としてはイマイチだった。しかし、本作導入部でマックスとマリアンヌがカサ

ブランカで演じている偽りの夫婦ぶりは実に面白い。その大半はお洒落をした美男、美女

が華やかな舞台で見せる「偽りぶり」だが、ある日たまたまマックスの本性を知っている

ナチス軍人を見かけると、マックスは何とも鮮やかにその軍人の「処理」を・・・。これ

を見ると、なるほどこの男は知力だけでなく格闘能力もイギリスの特殊作戦執行部（ＳＯ

Ｅ）から「優秀なスパイ」と認められている男だと納得！ 

 他方、ある任務に向けて夜も昼も夫婦役を演じていると、少しはムラムラしたり、イラ

イラしても仕方ないと思うのだが、そこは２人とも職業倫理や責任感を優先させて抑えて

いるのはさすが。しかし、ある日美しいカサブランカの砂漠に行き２人だけで語り合いム

ードが高まってくると・・・。私は『イングリッシュ・ペイシェント』（９６年）で観たレ

イフ・ファインズとジュリエット・ビノシュとのラブシーンの激しさに驚かされた（『シネ

マルーム１』２頁参照）が、さて本作に見る、カーセックスで燃え上がる２人のラブシー

ンの激しさは・・・？ 

■□■ドイツ人は世界一時間に厳格な人種？■□■ 

 スペイン人もイタリア人も時間にルーズだが、日本人は時間に正確。その点、ドイツ人

は世界一時間に正確な人種らしい。『ヒトラー暗殺、１３分の誤算』（１５年）は、そのこ

とを前提とした上でつけられたタイトルだった（『シネマルーム３６』３６頁参照）。 

 ヒトラーの暗殺（未遂）事件として有名なワルキューレ作戦を描いたブライアン・シン

ガー監督の『ワルキューレ』（０８年）では、プラスチック爆弾は予定通りヒトラーの臨席

する会議場で爆発したものの、結果的にヒトラーは軽傷で終わってしまった（『シネマルー

ム２２』１１５頁参照）。それに対して、『ヒトラー暗殺、１３分の誤算』では、たった一

人の家具職人が１９３９年１１月８日に開催されるビュルガーブロイケラーでの記念集会

で講演するヒトラーを暗殺するためビアホールの柱の中に仕掛けた爆発装置は、予定の時

間にちゃんと作動したものの、時間に正確なはずのヒトラーがたまたま当日の予定を少し

繰り上げて会場を後にしたために生じた「１３分間の誤差」をテーマに描いていた。この

ようにドイツ人は時間に厳格なのが特徴（長所）だ。 

 しかして、本作でも２人の任務であるドイツ大使暗殺計画でも大使が時間通り現れるか

どうかがポイントだが、さて・・・？ 

■□■ドイツ大使の暗殺任務の成否とその後は？■□■ 

 『ヒトラー暗殺、１３分の誤算』と同じように、ドイツ大使の登場に合わせて建物の外

に爆弾をセットしたマックスとマリアンヌの任務でも、時間が大きくズレたら作戦は大失

敗。そんなマックスの心配をよそに、マリアンヌは「ドイツ人は時間に正確だから」と言
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っていたが、さて・・・？ 

 本作を観れば、やはりドイツ人は時間に正確なことがよくわかる。カサブランカにいる

ドイツ大使がパーティー会場に現れてオフィシャルな挨拶をするとなると、時間は余計正

確になるらしい。本作の以降の展開ではドイツ人の時間の正確性を再確認することになる

からそれに注目！ 

 もっともそれ以上に面白いのは、建物の外で爆発物が爆発した後、マックスとマリアン

ヌが爆発被害を逃れるかのようにテーブルを倒し、その陰からドイツ大使を銃撃して殺す

こと。なるほど、こういう殺害方法もあるわけだ。その後は必然的に、韓国映画『暗殺』（１

５年）（『シネマルーム３８』１７６頁参照）で観たような銃撃戦となるが、本作は第一撃

で大使殺害の目的を達成しているから、その後は逃げるための銃撃戦となる。作戦の決行

で死ぬか生き残るかの確率は６０％ｖｓ４０％だったし、２人とも生き残る確率はもっと

低かったから、生き延びた２人は車の中で大喜び。夫婦役を偽装してそんな危険な任務を

成し遂げた２人はイギリスに戻ったがさてそこでの２人の生活は？ 

■□■現場を離れ、内勤で幸せな家庭を？■□■ 

 プロレスラーやプロゴルファーの現役寿命は意外に長いが、ボクサーや相撲取り、野球

選手等の現役寿命は短い。それに比べるとスパイの現役寿命は？本作を見る限り、ドイツ

大使暗殺計画を成功させたことによって、マックスもマリアンヌもスパイとしての現役活

動は終了。そして、２人は「スパイ同士の結婚などありえない」との反対論を無視して結

婚式を。さらに、ナチス・ドイツの爆撃（空爆）が続くロンドンの病院で無事女の子を出

産したマリアンヌは家庭に収まり、内勤となったマックスの下で平穏無事な生活を送って

いた。 

 サラリーマンの定年は６０歳だが、功績さえあげればスパイは若くして引退するのも可

能。一人娘を中心とした幸せそうな２人の姿を見ているとそう思ったが、有能なスパイを

内勤においておくほどイギリスのＳＯＥ（特殊作戦執行部）には余裕がなかったらしく、

マックスには新たな任務が言い渡される事態に・・・。マックスの現場への復帰にマリア

ンヌは反対したが、根が仕事人間のマックスが直属の上司フランク・ヘスロップ（ジャレ

ッド・ハリス）の命令通りに出頭すると、そこでは「マリアンヌに二重スパイの疑惑があ

る」との意外な情報を知らされたうえ、「“疑惑”は７２時間以内に判明する。マリアンヌ

が二重スパイであれば、マックスの手で殺すこと。」という何とも過酷な任務を命じられる

ことに。さあ、マックスはどうするの・・・？ 

■□■なるほど、こうやって二重スパイのあぶり出しを！■□■ 

 ２月１５日の新聞各紙は「金正男氏 暗殺か」とのニュースとともに、トランプ大統領が

国家安全保障担当大統領補佐官に任命していたマイケル・フリン氏が、２月１３日に「対
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露密約疑惑」で辞任したとの大ニュースを報道した。この辞任は、フリン氏がトランプ政

権発足前の昨年１２月２９日に駐米ロシア大使と複数回にわたって電話で接触し、トラン

プ政権発足後に対ロ制裁を見直す意向を伝え、対抗措置をとらないよう働きかけたという

疑いが急浮上したためらしいから大問題だ。さらに、フリン氏とロシア大使との通話をＦ

ＢＩ（アメリカ連邦捜査局）が傍受しているそうだから、まさに１月２８日に観た『スノ

ーデン』（１６年）の展開と同じようなことが現実に展開していたわけだ。 

 それと同じように（？）、本作ではマリアンヌがドイツの二重スパイで、マックスの機密

情報を秘かにドイツ側に流していることを立証するため、「ある作戦」が命じられること

に！なるほど、こうやって二重スパイのあぶり出しを！しかして、計画どおり「ネタ」が

仕掛けられ、後はマリアンヌがどんな動きをするかを７２時間待つだけだが、さてマリア

ンヌの行動は・・・？他方、その間マックスがこの作戦の妨害になるような勝手な行動を

とることは厳禁とされたが、さてマックスの行動は・・・？ 

 本作後半は、一方ではＳＯＥが仕掛けた「ある作戦」に従って、その結果を待ちつつ、

他方では独自の人脈と調査方法でマリアンヌが二重スパイかどうかを探ろうとするマック

スの苦悩と行動力が示されることになる。『Ｍｒ.＆Ｍｒｓ.スミス』ではスパイ同士の夫婦

生活とその騙し合いは少し漫画じみていたが、本作後半の展開（夫婦の騙し合い）はシリ

アスそのもので、マックスの苦悩のサマがひしひしと伝わってくるのでそれに注目！ 

■□■二重スパイを殺すの？それとも愛を貫くの？■□■ 

 朝鮮半島では１９５０年から１９５３年の朝鮮戦争は未だ終了しておらず、今なお「停

戦状態」のまま。そんな状況下で現在韓国は大統領不在状態に陥り、北朝鮮はそれをもっ

けの幸いとばかりにミサイル発射等の挑発行為をくり返している。したがって、朝鮮半島

の南北分断をめぐって韓国映画では『シュリ』（９９年）、『ＪＳＡ』（００年）（『シネマル

ーム１』６２頁参照）、『二重スパイ』（０３年）（『シネマルーム３』７４頁参照）、『レッド・

ファミリー』（１３年）（『シネマルーム３３』２２７頁参照）、『Ｔｈｅ ＮＥＴ 網に囚わ

れた男』（１６年）等々の名作が次々と生まれており、そこでは再三二重スパイが登場して

いる。 

 しかして、本作のタイトルとされ、フランス人女優マリオン・コティヤールが演じたマ

リアンヌはナチス・ドイツの二重スパイだったの？それは本作後半のお楽しみだから、あ

なた自身の目でしっかり鑑賞してもらいたい。 

 マリアンヌが二重スパイであることをあぶり出すための「ある作戦」にマリアンヌはま

んまとハマってしまったから、マックスはマリアンヌを殺すという過酷な任務を果たさな

ければならなくなったが、さてマックスは二重スパイを殺せという任務に忠実に動くの？

それともマリアンヌとの愛を貫き、愛のために忠実に動くの？本作ラストに向けてはそれ

が最大のポイントになるのでそれに注目！そのストーリー展開の出来栄えが十分なら、ク
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ライマックスで見せるブラッド・ピットとマリオン・コティヤールの演技力もさすが説得

力十分なものになっているので、２人の演技力にも注目したい。 

２０１７（平成２９）年２月１７日記 


